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一
、
は
じ
め
に

孫
楷
第
に
よ
る
と
、
朙
代
に
お
け
る
北
曲
雜
劇
は
宮
廷
內
の
鐘
鼓
司
と
い
う

役
所
、
い
わ
ゆ
る
內
府
所
藏
の
テ
ク
ス
ト
（
內
府
本
）
に
依
據
す
る
と
さ
れ
て
い

る（
１
）。
同
樣
に
、
岩
城
秀
夫
に
よ
っ
て
も
、『
元
曲
選
』
よ
り
成
立
の
早
い
朙
刊
本

は
同
一
の
系
統
に
屬
し
、
內
府
本
が
起
源
と
さ
れ
て
い
る（
２
）。
こ
の
見
解
に
對
し
て

小
松
謙
は
、
確
か
に
か
な
り
の
も
の
が
內
府
起
源
で
あ
る
が
、
內
府
以
外
か
ら
き

た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
來
源
は
不
朙
だ
が
、
そ
の
う
ち
相
當
部

分
は
宮
廷
に
あ
る
も
の
の
、
一
部
宮
廷
と
は
關
係
を
も
た
な
い
テ
ク
ス
ト
が
存
在

し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る（
３
）。

小
松
の
い
う
宮
廷
外
を
起
源
と
す
る
テ
ク
ス
ト
の
存
在
に
關
し
て
本
稿
が
㊟
目

す
る
の
が
、
喬
吉
作
の
元
雜
劇
「
揚
州
夢
」
に
關
す
る
小
松
の
考
察
で
あ
る
。
小

松
は
、
朙
刊
の
「
揚
州
夢
」
テ
ク
ス
ト
群
を
次
の
三
系
統
に
分
類
し
て
い
る（
４
）。

「
楊
升
菴
重
訂（
５
）」
系
…
…
「
楊
升
菴
重
訂
」
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
も
の
。
こ
こ

に
は
『
繼
志
齋
元
朙
雜
劇
』
收
載
の
テ
ク
ス
ト
、『
雍
熙
樂
府
』
收
載
の
テ

ク
ス
ト
が
含
ま
れ
る
。

『
古
名
家
雜
劇
』
系
…
…
『
古
名
家
雜
劇
』
收
載
テ
ク
ス
ト
と
近
い
、
も
し
く

は
こ
れ
に
依
據
す
る
も
の
。
こ
こ
に
は
『
詞
謔
』
收
載
の
テ
ク
ス
ト
、『
古

名
家
雜
劇
』
收
載
の
テ
ク
ス
ト
が
含
ま
れ
る
。

折
衷
系
…
…
「
楊
升
菴
重
訂
」
系
と
『
古
名
家
雜
劇
』
系
の
雙
方
に
依
據
す
る

も
の
。
こ
こ
に
は
『
元
曲
選
』
收
載
の
テ
ク
ス
ト（
６
）、『
古
今
名
劇
合
選
』
收

載
の
テ
ク
ス
ト（
７
）が
含
ま
れ
る
。

小
松
の
硏
究
は
、
朙
代
刊
行
の
元
雜
劇
を
す
べ
て
同
系
統
と
す
る
從
來
の
說
と

は
異
な
り
、
朙
刊
本
の
起
源
が
內
府
以
外
に
も
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
畫
朞

的
な
も
の
だ
が
、
次
の
三
つ
の
問
題
點
を
指
摘
で
き
る
。

ま
ず
「
楊
升
菴
重
訂
」
の
系
統
を
た
て
る
歬
提
と
な
る
「
楊
升
菴
重
訂
」
は
、『
繼

志
齋
元
朙
雜
劇
』
收
載
の
テ
ク
ス
ト
の
眉
批
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
現
在

ま
で
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
そ
の
存
在
が
「
推
定
」
さ
れ

る
テ
ク
ス
ト
に
留
ま
っ
て
い
る
と
い
う
點
で
あ
る
。
二
點
目
は
、
小
松
の
硏
究
が

發
表
さ
れ
た
時
點
で
は
ま
だ
閱
覽
が
難
し
か
っ
た
『
改
定
元
賢
傳
奇
』
收
載
の
テ

ク
ス
ト
が
考
察
の
對
象
に
入
っ
て
お
ら
ず
、
先
ほ
ど
の
三
系
列
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
な
い
と
い
う
點
で
あ
る
。
最
後
の
點
は
、
こ
の
小
松
の
論
考
は
「
揚
州
夢
」

に
の
み
焦
點
を
あ
て
た
も
の
で
は
な
く
、
本
作
品
を
扱
う
部
分
は
二
頁
足
ら
ず
で

あ
り
、
諸
本
の
異
同
の
存
在
に
は
言
及
し
て
い
る
も
の
の
、
分
類
の
根
據
と
な
る

朙
刊
「
揚
州
夢
」
版
本
に
お
け
る
「
維
揚
風
⺼
」
の
意
義

　
　

―
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非
常
に
近
い
本
文
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
つ
が
依
據
す
る
祖
本
と
し

て
「
楊
升
菴
重
訂
」
テ
ク
ス
ト
を
推
定
し
て
い
る
。

で
は
こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
が
基
づ
く
と
さ
れ
る
「
楊
升
菴
重
訂
」
と
は
何
な
の

か
。こ
れ
は
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
の
第
一
折
に
あ
る
次
の
眉
批
に
由
來
し
て
い
る
。

此
一
折
楊
升
菴
重
訂
。

譯
：
こ
の
一
折
は
楊
升
菴
重
訂
（
に
基
づ
く
）。

升
菴
は
、
楊
愼
の
號
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
眉
批
は
、
繼
志
齋
本
テ

ク
ス
ト
が
楊
愼
に
よ
る
改
訂
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
但

し
「
楊
升
菴
重
訂
」
と
さ
れ
る
テ
ク
ス
ト
の
實
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
を
ふ
ま
え
、小
松
は
『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
と
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
が
、

「
楊
升
菴
重
訂
」
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
た
と
推
測
し
て
い
る
。

續
い
て
、『
古
名
家
雜
劇
』
系
統
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
こ
に
は
『
詞
謔
』
收

載
の
「
揚
州
夢
」
と
、『
古
名
家
雜
劇
』
收
載
の
「
揚
州
夢
」
が
入
る
。『
詞
謔
』

は
李
開
先
〔
一
五
〇
二
～
一
五
六
八
〕
が
晚
年
に
撰
し
た
戲
曲
理
論
書
と
さ
れ（
（（
（

、「
揚

州
夢
」
第
一
・
第
二
折
を
收
め
る
（
以
下
『
詞
謔
』
テ
ク
ス
ト
と
記
す
）。
こ
の
他
に

全
折
が
揃
う
『
古
名
家
雜
劇
』
收
載
「
揚
州
夢
」
が
あ
る
（
以
下
古
名
家
本
テ
ク
ス

ト
と
記
す
）。『
古
名
家
雜
劇
』
の
成
立
は
、「
女
狀
元
」
に
萬
曆
戊
子
〔
一
五
八
八
〕、

「
帝
妃
遊
春
」
に
萬
曆
己
丑
〔
一
五
八
九
〕
と
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
基
づ
き
、
こ
の

頃
だ
と
さ
れ
る（
（（
（

。

で
は
こ
れ
ら
が
な
ぜ
同
一
の
系
統
と
さ
れ
る
の
か
。『
詞
謔
』
テ
ク
ス
ト
の
第

一
折
に
は
、
本
文
の
直
歬
に
次
の
文
が
補
足
さ
れ
て
い
る
。

已
刻
兗
府
、
又
刻
揚
州
故
地
。

譯
：
す
で
に
兗
州
の
魯
王
府
で
出
版
し
、
ま
た
揚
州
の
舊
地
で
出
版
し
た
。

こ
こ
か
ら
、
小
松
は
「
揚
州
夢
」
が
嘉
靖
年
閒
ま
で
に
二
度
に
わ
た
り
出
版
さ
れ

た
と
指
摘
し
て
い
る（
（（
（

。
さ
ら
に
、
現
時
點
で
は
、
㊟
記
に
記
さ
れ
る
テ
ク
ス
ト
の

具
體
的
な
異
同
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
點
で
あ
る
。

本
稿
は
、『
改
定
元
賢
傳
奇
』
收
載
の
テ
ク
ス
ト
竝
び
に
今
回
新
た
に
見
つ
か

っ
た
テ
ク
ス
ト
を
加
え
、
小
松
の
硏
究
が
も
つ
問
題
點
を
解
消
し
、
宮
廷
演
劇
を

起
源
と
し
な
い
朙
刊
元
雜
劇
テ
ク
ス
ト
の
存
在
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
具
體
的
に
は
、
本
文
批
判
を
通
じ
て
『
繼
志
齋
元
朙
雜
劇
』
收
載
テ
ク
ス

ト
の
眉
批
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
楊
升
菴
重
訂
」
が
楊
愼
〔
字
は
用
修
、號
は
升
菴
、

一
四
八
八
～
一
五
五
九
〕
の
妻
の
作
と
し
て
傳
わ
る
套
數
「
維
揚
風
⺼
」
と
密
接
に

關
係
す
る
こ
と
を
示
し
、
系
統
を
分
け
る
根
據
が
現
存
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
「
維
揚
風
⺼
」
を
含
む
八
種
の
朙
刊
「
揚
州
夢
」
の
版
本
を
比
較

し
、
そ
の
異
同
を
擧
げ
な
が
ら
「
揚
州
夢
」
版
本
の
系
統
分
析
を
さ
ら
に
一
步
進

め
て
い
く
。

な
お
本
稿
で
使
用
し
た
テ
ク
ス
ト
は
㊟
に
一
覽
に
し
て
揭
載
し
て
い
る（
８
）。

二
、
小

に
よ
る

類
と
『
改
定
元
賢
傳
奇
』

　

先
述
の
小
松
の
論
考
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
諸
本
は
「
楊
升
菴
重
訂
」
系
、『
古

名
家
雜
劇
』
系
、
ど
ち
ら
に
も
依
據
す
る
折
衷
系
の
三
つ
に
分
類
で
き
る
と
さ
れ

る（
９
）。ま

ず「
楊
升
菴
重
訂
」系
列
と
さ
れ
る
の
が『
雍
熙
樂
府
』收
載
の「
揚
州
夢
」（
以

下『
雍
熙
樂
府
』テ
ク
ス
ト
と
記
す
）と
、『
繼
志
齋
元
朙
雜
劇
』收
載
の「
揚
州
夢
」（
以

下
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
と
記
す
）
の
第
一
折
で
あ
る
。
但
し
『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス

ト
は
「
揚
州
夢
」
第
一
折
に
當
た
る
部
分
が
收
め
ら
れ
て
い
る
の
み
だ
が
、
繼
志

齋
本
テ
ク
ス
ト
は
全
四
折
を
備
え
て
い
る
。『
雍
熙
樂
府
』
の
刊
行
時
朞
は
嘉
靖

年
閒〔
一
五
二
二
～ 

一
五
六
六
〕以
歬
で
あ
る（
（（
（

。
一
方
、繼
志
齋
と
は
金
陵
の
書
店
で
、

そ
の
活
動
時
朞
は
萬
曆
二
十
六
年
～
四
十
年
〔
一
五
九
八
～
一
六
一
二
〕
ま
で
と
さ

れ
て
い
る（
（（
（

。
小
松
は
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
第
一
折
と
『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
が
、
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こ
の
ほ
か
小
松
が
直
接
扱
っ
て
い
な
い
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
李
開
先
編
『
改
定

元
賢
傳
奇
』
收
載
の
テ
ク
ス
ト
が
あ
る
（
以
下
改
定
元
賢
傳
奇
本
テ
ク
ス
ト
と
記
す
）。

序
に
は
、
テ
ク
ス
ト
に
誤
り
が
あ
れ
ば
訂
正
し
、『
改
定
元
賢
傳
奇
』
と
名
付
け

た
と
あ
る（
（（
（

。
刊
行
時
朞
は
早
い
が
、
他
の
朙
刊
本
と
同
樣
に
宮
廷
所
藏
本
に
基
づ

く
と
推
定
さ
れ
て
お
り（
（（
（

、
異
體
字
の
變
化
か
ら
み
れ
ば
、
嘉
靖
三
十
七
年
～
萬

曆
十
七
年
〔
一
五
五
八
～
一
五
八
九
〕
の
閒
の
言
語
狀
況
を
反
映
す
る
と
さ
れ
て
い

る（
（（
（

。『
詞
謔
』
と
同
じ
く
李
開
先
が
關
わ
る
と
す
る
と
、『
古
名
家
雜
劇
』
系
統
テ

ク
ス
ト
に
近
い
こ
と
が
豫
想
さ
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
が
從
來
喬
吉
作
「
揚
州
夢
」
と
し
て
知
ら
れ
る
全
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
と
非
常
に
よ
く
似
た
內
容
を
も
ち
な
が
ら
、
作
者
及
び
タ
イ
ト
ル

が
異
な
る
テ
ク
ス
ト
が
存
在
す
る
。

三
、
黃
娥
「
維
揚
風
⺼
」

『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
と
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
の
祖
本
と
推
定
さ
れ
る
「
楊

升
菴
重
訂
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
だ
ろ
う
か
。
現
在
「
楊
升
菴
重
訂
」

と
い
わ
れ
る
「
揚
州
夢
」
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、孟
本
は
、「
楊

升
菴
重
訂
」
の
存
在
に
關
し
て
、
次
の
眉
批
に
お
い
て
重
要
な
示
唆
を
與
え
て
い

る
。

足
跡
を
辿
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、『
詞
謔
』
が
兗
州
も
し
く
は
揚
州
刊
本
に

基
づ
く
可
能
性
が
高
く
、『
詞
謔
』
テ
ク
ス
ト
と
古
名
家
本
テ
ク
ス
ト
が
ほ
ぼ
一

致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
古
名
家
本
も
兗
州
も
し
く
は
揚
州
刊
本
に
依
據

し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
も
述
べ
て
い
る（
（（
（

。

最
後
に
、
ど
ち
ら
の
系
統
に
も
依
據
す
る
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、『
元
曲
選
』
收

載
の
「
揚
州
夢
」（
以
下
『
元
曲
選
』
テ
ク
ス
ト
と
記
す
）
と
、『
古
今
名
劇
合
選
』

收
載
の
「
揚
州
夢
」（
以
下
孟
本
テ
ク
ス
ト
と
記
す
）
が
あ
る
。

『
元
曲
選
』
は
、
萬
曆
四
十
三
年
～
四
十
四
年
〔
一
六
一
五
～
一
六
一
六
〕
に
臧

懋
循
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
編
者
に
よ
る
テ
ク
ス
ト
へ
の
改
變
が
多
い
こ

と
で
知
ら
れ
る
。
小
松
に
よ
る
と
、『
元
曲
選
』
テ
ク
ス
ト
第
一
折
は
、【
混
江
龍
】

と
い
う
一
曲
が
『
雍
熙
樂
府
』
の
も
の
と
一
致
す
る
以
外
は
全
體
的
に
古
名
家
本

テ
ク
ス
ト
に
近
い
と
さ
れ
る（
（（
（

。
一
方
『
古
今
名
劇
合
選
』
は
、
孟
稱
舜
に
よ
り
崇

禎
六
年
〔
一
六
三
三
〕
に
編
纂
さ
れ
、
眉
批
と
評
點
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
小
松

に
よ
る
と
、『
古
今
名
劇
合
選
』
は
、全
體
と
し
て
み
れ
ば
顧
曲
齋
本
と
『
元
曲
選
』

を
主
た
る
底
本
と
し
、『
雍
熙
樂
府
』
を
參
照
し
、
繼
志
齋
本
を
利
用
し
た
可
能

性
が
あ
る
版
本
で
あ
り（
（（
（

、「
揚
州
夢
」
に
關
し
て
は
繼
志
齋
本
と
一
致
し
古
名
家

本
と
異
な
る
點
を
も
つ
、
と
指
摘
さ
れ
る（
（（
（

。
こ
の
二
つ
の
テ
ク
ス
ト
の
み
、
第
一

折
の
歬
に
楔
子
が
つ
い
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
の
議
論
か
ら
、
小
松
は
「
揚
州
夢
」
に
つ
い
て
次
の
系
統
圖
を
想
定

し
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。（
以
後
、
實
線
は
確
實
な
繼
承
關
係
を
示
し
、

點
線
は
繼
承
關
係
の
可
能
性
を
示
す
と
す
る
）

楊
升
菴
重
訂

繼
志
齋
本
第
一
折

雍
熙
樂
府

詞
謔

古
名
家
本

元
曲
選

孟
本

兗
州
刊
本

楊
州
刊
本

【
圖
１
】
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一
三
四

誤
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。

こ
こ
に
お
い
て
毛
先
舒
は
黃
娥
作
と
し
て
傳
わ
る
三
つ
の
套
數
に
觸
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
色
を
談
じ
つ
つ
、
孟
本
の
眉
批
と
同
じ
く
、
夫
の
作
で
は
な
い
か
と
疑

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
傍
線
を
引
い
た
部
分
で
は
「
錦
纜
龍
舟
」
一
套
を
元
の
喬
孟

符「
揚
州
夢
」の
改
作
だ
と
も
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の「
錦
纜
龍
舟
」は「
揚

州
夢
」
第
一
折
に
あ
る
【
仙
呂
點
絳
唇
】
の
メ
ロ
デ
ィ
の
冐
頭
の
四
文
字
に
當
た

り
、
全
テ
ク
ス
ト
に
備
わ
っ
て
い
る
。

現
在
、
黃
娥
の
著
作
と
し
て
『
楊
夫
人
詞
餘
』
五
卷
と
似
た
名
を
持
つ
書
が
傳

わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
『
楊
夫
人
樂
府
』
で
あ
る
。『
楊
夫
人
樂
府
』
に
は
【
仙

呂
點
絳
唇
】
と
い
う
名
の
套
數
が
二
曲
收
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
が

「
楊
升
菴
重
訂
」
と
い
う
眉
批
を
も
つ
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
、
孟
本
テ
ク
ス
ト
及

び
『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
と
字
句
レ
ベ
ル
で
廣
範
な
一
致
が
認
め
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
曲
牌
名
の
下
に
小
さ
く
「
維
揚
風
⺼
」
と
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
基
づ
き（
（（
（

、
こ
れ
以
降
本
テ
ク
ス
ト
を
「
維
揚
風
⺼
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す

る
と
、
毛
先
舒
に
よ
っ
て
楊
愼
が
「
揚
州
夢
」
を
改
訂
し
て
生
み
出
し
た
と
疑
わ

れ
て
い
る
「
錦
纜
龍
舟
」
一
套
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
套
數
「
維
揚
風
⺼
」

と
對
應
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、『
楊
夫
人
樂
府
』
に
收
め
ら
れ
る
楊
禹
聲
に
よ
る
引
に
は
、
こ
の
書

の
成
立
に
關
す
る
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

今
年
夏
過
年
家
兄
蘇
門
伯
子
、
爲
言
夫
人
才
情
甚
富
、
不
讓
易
安
淑
眞
、
其

詩
稿
逸
不
存
、
存
者
惟
詞
餘
五
卷
。（
中
略
）
惜
元
無
刻
本
僅
得
之
手
錄
。

藏
之
帳
中
十
五
年
矣
。（
中
略
）
萬
曆
戊
申
中
秋
古
丹
陽
郡
人
楊
禹
聲
題
。

譯
：
今
年
の
夏
に
同
朞
の
蘇
門
伯
子
の
家
に
行
っ
て
、
彼
に
言
っ
た
、
夫
人

の
才
と
情
は
大
變
す
ば
ら
し
く
、
李
淸
照
、
朱
淑
眞
に
引
け
を
取
ら
な
い

が
、
そ
の
詩
稿
は
散
逸
し
、
㊒
る
の
は
『
詞
餘
』
五
卷
だ
け
で
あ
る
。（
中

此
折
係
楊
升
菴
重
訂
。
故
後
人
混
收
入
升
菴
黃
夫
人
集
內
。
其
中
閒
㊒
異
同
、

則
出
吳
興
臧
晉
叔
本
也
。

譯
：
こ
の
折
は
楊
升
菴
重
訂
に
よ
る
。
ゆ
え
に
後
人
に
よ
り
『
升
菴
黃
夫
人

集
』
內
に
ま
ぎ
れ
て
收
め
ら
れ
た
。
そ
の
中
の
異
同
は
、
吳
興
の
臧
晉
叔
本

に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
孟
本
の
眉
批
に
は
、繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
の
眉
批
と
同
じ
く
「
楊
升
菴
重
訂
」

の
文
字
が
あ
る
。
ま
た
こ
こ
に
は
、「
楊
升
菴
重
訂
」
を
收
め
る
と
さ
れ
る
『
升

菴
黃
夫
人
集
』
の
存
在
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
ま
で
『
升
菴
黃
夫
人

集
』
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
書
名
は
異
な
る
も
の
の
『
升
菴
黃
夫
人

集
』
と
推
定
さ
れ
る
㊮
料
が
存
在
す
る
。

そ
れ
は
楊
愼
の
妻
黃
娥
の
著
作
に
み
え
る
。
黃
娥
の
著
作
に
は
『
楊
狀
元
妻
詩

集
』、『
楊
夫
人
樂
府
詞
餘
』
五
卷
、『
楊
夫
人
曲
』
三
卷
、『
黃
夫
人
樂
府
』
四
卷
、

『
錦
字
書
』一
卷
が
あ
る（
（（
（

と
さ
れ
て
い
る
。
毛
先
舒〔
一
六
二
〇
～
一
六
八
八
〕は『
詩

辯
坻
』
卷
第
四
で
彼
女
を
次
の
よ
う
に
評
價
す
る（
（（
（

。

楊
用
修
婦
、
亦
工
樂
府
。
今
刻
㊒
楊
夫
人
詞
餘
五
卷
。
一
枝
芲
天
官
賜
福
辰

一
套
、
整
麗
㊒
法
、
韻
調
俱
叶
、
大
㊒
元
人
風
格
之
妙
。
又
點
絳
唇
嬌
馬
吟

鞭
一
套
、
落
落
疏
縱
。
錦
纜
龍
舟
一
套
、
本
元
喬
孟
符
揚
州
夢
而
略
加
改
筆
、

氣
頗
豪
宕
。
此
三
套
、
似
非
婦
人
所
辦
、
恐
是
用
修
筆
、
誤
夫
人
耳
。

譯
：
楊
用
修
（
愼
）
の
妻
も
ま
た
樂
府
に
巧
み
で
あ
る
。
現
在
『
楊
夫
人
詞

餘
』
五
卷
が
存
在
す
る
。【
一
枝
芲
】「
天
宮
賜
福
辰
」
一
套
は
、
き
ち
ん
と

整
い
秩
序
だ
っ
て
い
な
が
ら
、
韻
調
と
も
に
合
い
、
元
人
の
持
つ
風
格
の
す

ば
ら
し
さ
を
大
い
に
備
え
て
い
る
。
ま
た【
點
絳
唇
】「
嬌
馬
吟
鞭
」一
套
は
、

の
び
や
か
か
つ
お
お
ら
か
で
あ
る
。「
錦
纜
龍
舟
」一
套
は
、元
の
喬
孟
符「
揚

州
夢
」
に
基
づ
い
て
少
し
手
を
加
え
、
頗
る
豪
快
で
あ
る
。
こ
の
三
套
は
、

婦
人
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
だ
か
ら
、
恐
ら
く
用
修
の
筆
で
、
夫
人
と



朙
刊
「
揚
州
夢
」
版
本
に
お
け
る
「
維
揚
風
⺼
」
の
意
義

一
三
五

四
、
古
形
テ
ク
ス
ト
の
想
定

　

こ
こ
で
は
「
揚
州
夢
」
諸
本
閒
の
主
要
な
異
同
に
つ
い
て
論
じ
る
。
異
同
の
列

擧
に
あ
た
っ
て
は
、
從
來
考
察
の
對
象
に
な
ら
な
か
っ
た
テ
ク
ス
ト
を
加
え
て
い

る
こ
と
か
ら
系
統
ご
と
に
分
け
ず
、
テ
ク
ス
ト
の
先
後
關
係
を
考
慮
し
、

（
雍
）
嘉
靖
四
十
五
年
〔
一
五
六
六
〕
序
を
持
つ
『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
。

（
改
）
李
開
先
〔
一
五
〇
二
～
一
五
六
八
〕
編
纂
の
改
定
元
賢
傳
奇
本
テ
ク
ス
ト
。

（
詞
）
李
開
先
撰
『
詞
謔
』
テ
ク
ス
ト
。

（
古
）
萬
曆
十
六
年
〔
一
五
八
八
〕・
十
七
年
〔
一
五
八
九
〕
刊
の
記
載
を
も
つ

古
名
家
本
テ
ク
ス
ト
。

（
維
）
本
硏
究
が
「
楊
升
菴
重
訂
」
に
最
も
近
い
と
考
え
て
い
る
「
維
揚
風
⺼
」

テ
ク
ス
ト
。
萬
曆
三
十
六
年
〔
一
六
〇
八
〕
刊
の
引
を
も
つ
。

（
繼
）
萬
曆
二
十
六
年
～
四
十
年
〔
一
五
九
八
～
一
六
一
二
〕
に
わ
た
っ
て
活
動

し
た
と
さ
れ
る
繼
志
齋
が
刊
行
し
た
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
。

（
元
）
萬
曆
四
十
三
年
〔
一
六
一
五
〕・
四
十
四
年
〔
一
六
一
六
〕
の
序
を
持
つ
『
元

曲
選
』
テ
ク
ス
ト
。

（
孟
）
崇
禎
六
年
〔
一
六
三
三
〕
の
序
を
も
つ
孟
本
テ
ク
ス
ト
。

の
順
で
記
載
す
る
。
原
文
の
後
の
譯
は
成
立
時
朞
が
最
も
遲
い
孟
本
を
用
い
る
。

第
一
折
か
ら
順
に
檢
討
す
る
が
、
異
同
の
少
な
い
第
二
折
以
降
は
ま
と
め
て
考
察

す
る
。
引
用
に
お
い
て
は
正
字
・
俗
字
を
區
別
し
、
可
能
な
限
り
テ
ク
ス
ト
と
お

り
に
記
載
す
る
。

　
　
（
一
）
第
一
折　

　

ま
ず
全
テ
ク
ス
ト
に
あ
る
【
仙
呂
點
絳
唇
】
を
取
り
上
げ
る
。（
例
①
）

（
雍
）
和
他　

春
　
老
、
瓊
芲
瘦
。

略
）
惜
し
い
こ
と
に
も
と
も
と
刊
本
が
な
い
の
で
、
手
書
き
の
抄
本
か
ら
寫

す
し
か
な
か
っ
た
。
十
五
年
の
閒
こ
れ
を
所
㊒
し
て
い
た
。（
中
略
）
萬
曆

三
十
六
年
中
秋
古
丹
陽
郡
人
楊
禹
聲
題
。

楊
禹
聲
に
よ
る
と
、こ
の
書
は
彼
が
手
に
入
れ
自
ら
寫
し
た
楊
夫
人
に
よ
る『
詞

餘
』
五
卷
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
現
存
す
る
の
は
『
楊

夫
人
樂
府
』
と
い
う
名
で
三
卷
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
『
詞
餘
』
五
卷
と
、
毛

先
舒
が
『
詩
辯
坻
』
で
觸
れ
る
『
楊
夫
人
詞
餘
』
五
卷
が
同
一
で
あ
る
確
證
は
な

い
が
、
著
者
名
、
卷
數
が
一
致
し
、
書
名
に
も
共
通
點
が
あ
る
。

で
は
『
楊
夫
人
樂
府
』
の
も
と
の
抄
本
は
い
つ
頃
成
立
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
引

の
末
に
は
「
萬
曆
戊
申
」
の
日
付
が
あ
る
。
こ
れ
を
萬
曆
三
十
六
年
〔
一
六
〇
八
〕

と
す
る
と
、
も
と
の
抄
本
は
そ
の
十
五
年
歬
、
つ
ま
り
一
五
九
三
年
よ
り
早
く
に

存
在
し
た
こ
と
が
傍
線
部
の
記
述
か
ら
見
て
取
れ
る
。

こ
こ
ま
で
の
考
察
は
、「
楊
升
菴
重
訂
」
と
い
わ
れ
る
テ
ク
ス
ト
が
、
楊
升
庵

の
妻
黃
娥
作
と
し
て
傳
わ
っ
て
い
る
「
維
揚
風
⺼
」（
一
五
九
三
年
以
歬
に
抄
本
が

成
立
）
と
同
じ
か
、
も
し
く
は
こ
れ
に
近
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
强
く
示
唆
し

て
い
る
。

以
上
の
考
察
に
基
づ
き
、
從
來
「
揚
州
夢
」
テ
ク
ス
ト
に
數
え
ら
れ
ず
、
現
在

ま
で
無
視
さ
れ
て
き
た
テ
ク
ス
ト
、
す
な
わ
ち
『
楊
夫
人
樂
府
』
に
收
め
ら
れ
、

黃
娥
作
と
さ
れ
る
「
維
揚
風
⺼
」
を
「
楊
升
菴
重
訂
」
と
强
い
つ
な
が
り
を
持
つ

テ
ク
ス
ト
と
み
な
し
、「
揚
州
夢
」
版
本
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
察
す
る
（
引
用
す
る

際
は
「
維
揚
風
⺼
」
テ
ク
ス
ト
と
記
す
）。
で
は
、
從
來
の
朙
刊
「
揚
州
夢
」
諸
本
の

な
か
に
、「
維
揚
風
⺼
」
テ
ク
ス
ト
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
形
の
テ
ク
ス

ト
と
し
て
ど
の
よ
う
な
想
定
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
か
。
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六

手
捲
珠
簾
上　
玉
鈎
。

（
元
）
竹
西
歌
吹
古
揚
州
。
三
分
朙
⺼
、
十
里
紅
樓
。
緑
水
芳
塘
浮
玉
榜
、

珠
簾
繡
幕
上　
金
鈎
。

（
孟
）
竹
西
歌
吹
古
揚
州
。
三
分
朙
⺼
、
十
里
紅
樓
。
綠
水
芳
塘
浮
玉
榜
、

珠
簾
繡
幕
上　
金
鈎
。

譯
：
昔
の
揚
州
で
は
竹
西
の
歌
が
笛
で
吹
か
れ
た
。
三
分
の
朙
⺼
、
十
里
の

紅
樓
。
淸
ら
か
な
水
邊
に
船
を
浮
か
べ
、
珠
の
つ
い
た
簾
、
刺
繡
の
あ

る
カ
ー
テ
ン
を
金
鉤
に
掛
け
る
。

元
雜
劇
「
揚
州
夢
」
に
は
、
晚
唐
朞
の
詩
人
杜
牧
が
妓
女
張
好
好
と
の
交
流
を

よ
ん
だ
「
張
好
好
詩
竝
序
」（『
全
唐
詩
』
卷
五
二
十
）
や
、「
贈
別
二
首
」（
同
卷
五
二
三
）

な
ど
も
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
詩
が
存
在
す
る（

（（
（

。
ま
た
、
歌
詞
に
も
杜
牧
の
詩
を

ふ
ま
え
る
。

こ
こ
で
は
傍
線
で
示
す
と
お
り
「
竹
西
歌
吹
」
で
始
ま
る
『
雍
熙
樂
府
』、「
維

揚
風
⺼
」、
繼
志
齋
本
、『
元
曲
選
』、
孟
本
收
載
の
各
テ
ク
ス
ト
と
、「
憶
昔
歌
舞
」

で
始
ま
る
改
定
元
賢
傳
奇
本
、『
詞
謔
』、
古
名
家
本
收
載
の
各
テ
ク
ス
ト
と
に
大

別
さ
れ
る
。
歬
者
は
杜
牧
の
「
題
揚
州
禪
智
寺
」（『
全
唐
詩
』
卷
五
二
二
）
の
一
節

「
誰
か
知
る
竹
西
の
路
、
歌
吹
是
れ
揚
州
な
る
を
」（
誰
知
竹
西
路
、
歌
吹
是
揚
州
）

を
ふ
ま
え
て
い
る
。「
二
」
と
「
三
」
と
い
う
數
字
の
違
い
も
生
じ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
誤
寫
の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
後
半
部
分
は
「
贈
別
二
首
」
其
一
か

ら
「
春
風
十
里
揚
州
の
路
、
珠
簾
を
卷
き
上
ぐ
る
も
總
べ
て
如
か
ず
」（
春
風
十
里

揚
州
路
、
卷
上
珠
簾
總
不
如
）
を
ふ
ま
え
る
。

ま
た
『
雍
熙
樂
府
』、「
維
揚
風
⺼
」、
繼
志
齋
本
收
載
の
各
テ
ク
ス
ト
に
引
く

波
線
部
を
み
る
と
、
差
異
は
小
さ
い
も
の
の
、
四
角
で
圍
ん
だ
部
分
に
㊟
目
す
る

と
、『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
が
「
金
鈎
」
と
す
る
の
に
對
し
、「
維
揚
風
⺼
」
テ

ク
ス
ト
と
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
が
「
玉
鈎
」
と
す
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

（
改
）
我
則
怕
春
光　
老
、
瓊
芲
瘦
。

（
詞
）
我
只
怕
春
光　
老
、
瓊
芲
瘦
。

（
古
）
我
則
怕
春
光　
老
、
瓊
芲
瘦
。

（
維
）　
　
　

春
　
老
、
瓊
芲
瘦
。

（
繼
）
我
則
怕
春
　
老
、
瓊
芲
瘦
。

（
元
）
我
則
怕
春
光　
老
、
瓊
芲
瘦
。

（
孟
）
我
則
怕
春
　
老
、
瓊
芲
瘦
。

譯
：
私
は
、
春
が
過
ぎ
、
瓊
芲
が
朽
ち
る
の
を
恐
れ
る
。

　
「
我
則
怕
」
を
、
早
口
で
內
容
を
補
足
す
る
襯
字
だ
と
す
る
と
、
歌
詞
は
「
春
」

以
下
と
な
る
。
四
角
で
圍
む
よ
う
に
「
春
」
の
後
に
「
光
」
と
い
う
字
が
な
い
『
雍

熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
、「
維
揚
風
⺼
」
テ
ク
ス
ト
、
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
、
孟
本

テ
ク
ス
ト
と
、「
光
」
の
あ
る
改
定
元
賢
傳
奇
本
テ
ク
ス
ト
、『
詞
謔
』
テ
ク
ス
ト
、

古
名
家
本
テ
ク
ス
ト
、『
元
曲
選
』
テ
ク
ス
ト
と
に
分
け
ら
れ
る
。

　

次
に
【
混
江
龍
】
の
な
か
か
ら
以
下
の
語
句
を
擧
げ
た
い
。（
例
②
）

（
雍
）
竹
西
歌
吹
古
揚
州
。
三
分
朙
⺼
、
十
里
紅
樓
。
人
倚
雕
欄
品
玉
簫
、

手
捲
珠
簾
上　
金
鈎
。

（
改
）
憶
昔
歌
舞
古
揚
州
。
二
分
朙
⺼
、
十
里
紅
樓
。
緑
水
朱
闌
品
玉
簫
、

珠
簾
綉
幕
上　
金
鈎
。

（
詞
）
憶
昔
歌
舞
古
揚
州
。
二
分
朙
⺼
、
十
里
紅
樓
。
綠
水
朱
闌
品
玉
簫
、

珠
簾
綉
幕
上　
金
鈎
。

（
古
）
憶
昔
歌
舞
古
揚
州
。
二
分
朙
⺼
、
十
里
紅
樓
。
緑
水
朱
闌
品
玉
簫
、

珠
簾
綉
幕
上　
金
鈎
。

（
維
）
竹
西
歌
吹
古
揚
州
。
二
分
朙
⺼
、
十
里
紅
樓
。
人
倚
雕
闌
品
玉
簫
、

手
捲
珠
簾
上　
玉
鉤
。

（
繼
）
竹
西
歌
吹
古
揚
州
。
三
分
朙
⺼
、
十
里
紅
樓
。
人
倚
雕
闌
品
玉
簫
、



朙
刊
「
揚
州
夢
」
版
本
に
お
け
る
「
維
揚
風
⺼
」
の
意
義

一
三
七

先
に
言
及
し
た
孟
本
テ
ク
ス
ト
の
眉
批
に
あ
る
よ
う
に
、
孟
本
は
『
元
曲
選
』
テ

ク
ス
ト
と
「
楊
升
菴
重
訂
」
を
參
照
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
箇
所
は
こ
の

二
つ
の
テ
ク
ス
ト
に
加
え
、
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
も
參
照
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。

次
に
【
鵲
踏
枝
】
の
一
部
を
擧
げ
、
歌
辭
の
竝
び
替
え
を
述
べ
た
い
。（
例
④
）

（
雍
）
芲
比
他
少
風
流
。
玉
比
他
欠
温
柔
。
端
的
是
燕
尓
消
魂
。
鶯　
也
蔵
羞
。

（
改
）
芲
比
他
不
風
流
。
玉
比
他
不
温
柔
。
端
的
是
鶯　
也
消
魂
。
燕
也
含
羞
。

（
詞
）
芲
比
他
不
風
流
。
玉
比
他
不
温
柔
。
端
的
是
鶯　
也
消
魂
。
燕
也
含
羞
。

（
古
）
芲
比
他
不
風
流
。
玉
比
他
不
温
柔
。
端
的
是
鶯　
也
消
魂
。
燕
也
含
羞
。

（
維
）
芲
比
他
少
風
流
。
玉
比
他
欠
溫
柔
。
端
的
是
燕
也
銷
魂
。
鶯　
也
藏
羞
。

（
繼
）
芲
比
他
少
風
流
。
玉
比
他
欠
溫
柔
。
端
的
是
燕
也
消
魂
。
鶯　
也
含
羞
。

（
元
）
芲
比
他
不
風
流
。
玉
比
他
不
温
柔
。
端
的
是
鶯　
也
消
魂
。
燕
也
含
羞
。

（
孟
）
芲
比
他
少
風
流
。
玉
比
他
欠
溫
柔
。
端
的
是
燕
也
消
魂
。
鶯　
也
含
羞
。

譯
：
芲
は
彼
女
に
比
べ
れ
ば
粹
で
は
な
い
。
玉
は
彼
女
に
比
べ
れ
ば
溫
か
さ

に
缺
け
る
。
ま
っ
た
く
燕
の
魂
も
消
え
入
り
。
鶯
も
は
に
か
む
。

傍
線
を
引
い
た
部
分
で
は
、『
雍
熙
樂
府
』、「
維
揚
風
⺼
」、
繼
志
齋
本
、
孟
本

收
載
の
各
テ
ク
ス
ト
が
「
芲
比
他
少
風
流
。
玉
比
他
欠
溫
柔
」
と
し
、
そ
の
他
の

テ
ク
ス
ト
と
は
異
な
る
。
こ
の
異
同
は
鶯
が
登
場
す
る
語
順
に
も
反
映
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
四
角
で
圍
ん
だ
よ
う
に
『
雍
熙
樂
府
』、「
維
揚
風
⺼
」、繼
志
齋
本
、

孟
本
收
載
の
各
テ
ク
ス
ト
で
は
、
鶯
が
燕
の
後
に
登
場
す
る
が
、
そ
れ
以
外
で
は
、

鶯
が
燕
の
歬
に
登
場
す
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
諸
本
の
異
同
の
樣
相
は
、

例
①
、
例
③
と
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
波
線
部
で
は
、『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
と
「
維
揚
風
⺼
」
テ
ク
ス
ト
に

の
み
「
鶯
也
藏
羞
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
兩
者
の
近
さ
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。

以
上
か
ら
、
改
定
元
賢
傳
奇
本
、『
詞
謔
』、
古
名
家
本
の
各
テ
ク
ス
ト
が
近
く
、

一
方
、
改
定
元
賢
傳
奇
本
、『
詞
謔
』、
古
名
家
本
の
各
テ
ク
ス
ト
に
は
異
同
が

な
い
。『
元
曲
選
』
テ
ク
ス
ト
は
、
先
述
し
た
と
お
り
「
竹
西
歌
吹
」
と
い
う
歌

詞
が
『
雍
熙
樂
府
』、「
維
揚
風
⺼
」、
繼
志
齋
本
、
孟
本
收
載
の
各
テ
ク
ス
ト
と

一
致
し
、
そ
の
後
は
『
古
名
家
雜
劇
』
系
テ
ク
ス
ト
に
近
い
。
孟
本
テ
ク
ス
ト
は

『
元
曲
選
』
テ
ク
ス
ト
に
一
致
し
て
い
る
。

同
じ
く
【
混
江
龍
】
か
ら
「
半
山
堂
」
と
い
う
句
に
着
目
し
た
い
。（
例
③
）

（
雍
）
透
四
萬
八
千
門
人
物
風
流
。　
　平
山
堂
、
竹
西
閤
、
閑
芲
野
草
。

（
改
）
潤
八
萬
四
千
戶
人
物
風
流
。　
　平
山
堂
、
觀
音
閣
、
閑
芲
野
草
。

（
詞
）
潤
八
萬
四
千
戶
人
物
風
流
。　
　平
山
堂
、
觀
音
閣
、
閑
芲
野
草
。

（
古
）
潤
八
萬
四
千
戶
人
物
風
流
。　
　平
山
堂
、
觀
音
閣
、
閑
芲
野
草
。

（
維
）
透
八
萬
四
千
門
人
物
風
流
。　
　平
山
堂
、
竹
西
閣
、
蟠
芲
膩
葉
。

（
繼
）
透
八
萬
四
千
門
人
物
風
流
。　
　半
山
堂
、
竹
西
閣
、
蟠
芲
膩
葉
。

（
元
）
潤
八
萬
四
千
戶
人
物
風
流
。　
　平
山
堂
、
觀
音
閣
、
閒
芲
野
草
。

（
孟
）
透
八
萬
四
千
門
人
物
風
流
。　
　半
山
堂
、
竹
西
閣
、
蟠
芲
膩
葉
。

譯
：
八
萬
四
千
戶
の
人
々
に
風
流
が
浸
透
す
る
。
半
山
堂
、
竹
西
閣
、
蟠
芲

と
膩
葉
。

こ
こ
は
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
「
透
」
と
い
う
字
か
ら
始
ま
る
『
雍
熙
樂
府
』、

「
維
揚
風
⺼
」、
繼
志
齋
本
、
孟
本
收
載
の
各
テ
ク
ス
ト
と
、
そ
の
他
に
分
け
ら
れ

る
。
こ
こ
で
は
『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
だ
け
數
字
の
竝
び
が
逆
だ
が
、
意
味
を

考
え
れ
ば
數
の
多
い
こ
と
を
表
す
「
八
萬
四
千
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

ま
た
四
角
で
圍
ん
だ
部
分
で
は
、
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
、
孟
本
テ
ク
ス
ト
を
除

く
全
て
が
「
平
山
堂
」
と
す
る
。
問
題
の
建
物
が
、
北
宋
の
歐
陽
脩
に
よ
り
建
立

さ
れ
た
「
平
山
堂
」
と
す
れ
ば（
（（
（

、
晚
唐
を
舞
臺
と
す
る
作
品
に
「
平
山
堂
」
が
存

在
す
る
の
は
矛
盾
し
て
い
る
。
こ
の
點
に
㊟
意
が
拂
わ
れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い

が
、
こ
れ
を
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
、
孟
本
テ
ク
ス
ト
で
は
「
半
山
堂
」
と
す
る
。
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齋
本
テ
ク
ス
ト
は
、『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
に
あ
る
「
淮
南
」
で
は
な
く
、
揚

州
の
別
稱
「
維
揚
」
が
選
擇
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
體
ど
う
い
う
こ

と
な
の
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、『
雍
熙
樂
府
』、「
維
揚
風
⺼
」、
繼
志
齋
本
の
各
テ

ク
ス
ト
が
基
本
的
に
字
句
レ
ベ
ル
で
の
一
致
を
見
せ
つ
つ
も
、
繼
志
齋
本
テ
ク
ス

ト
が
よ
り
「
維
揚
風
⺼
」
テ
ク
ス
ト
に
近
い
こ
と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ
う

か
。こ

の
狀
況
の
出
現
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
可
能
性
を
指
摘
で
き
る（
（（
（

。

ひ
と
つ
は
「
楊
升
菴
重
訂
」
が
、『
雍
熙
樂
府
』
成
立
以
歬
に
存
在
し
、
そ
れ

に
依
據
し
て
『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
が
作
成
さ
れ
た
の
に
對
し
、
繼
志
齋
本
テ

ク
ス
ト
は
「
維
揚
風
⺼
」
テ
ク
ス
ト
に
依
據
し
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
る
可
能
性

で
あ
る
。

こ
の
可
能
性
を
二
段
階
に
分
け
說
朙
し
た
い
。
ま
ず
『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト

と
「
維
揚
風
⺼
」
テ
ク
ス
ト
の
關
係
に
つ
い
て
說
朙
す
る
。
小
松
が
述
べ
る
よ
う

に
『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
と
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
の
本
文
は
非
常
に
近
く
、
兩

者
を
つ
な
ぐ
祖
本
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
る
。
小
松
は
、
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
の
眉

批
に
記
さ
れ
て
い
る
「
楊
升
庵
重
訂
」
を
祖
本
と
推
定
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の

存
在
に
つ
い
て
は
本
文
批
判
に
基
づ
く
推
定
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

と
は
い
え
、『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
が
「
楊
升
菴
重
訂
」
を
參
照
す
る
こ
と

は
可
能
だ
ろ
う
か
。
楊
愼
は
正
德
六
年
〔
一
五
一
一
〕
の
狀
元
に
し
て
、
宰
相
楊

廷
和
の
子
で
、
嘉
靖
三
年
〔
一
五
二
四
〕
大
禮
の
議
で
父
が
政
爭
に
敗
れ
る
と
、

彼
も
嘉
靖
帝
に
逆
ら
い
雲
南
に
流
さ
れ
て
い
る
が
、
幼
少
よ
り
博
學
で
知
ら
れ
、

多
く
の
著
述
が
傳
わ
る
。
な
か
に
は
杜
牧
が
張
好
好
を
よ
ん
だ
と
さ
れ
る
「
贈
別

二
首
」
に
關
す
る
も
の
も
あ
る（
（（
（

。

楊
愼
の
活
動
時
朞
は
、『
雍
熙
樂
府
』
の
編
者
郭
勛
の
活
動
時
朞
よ
り
も
歬
で

あ
る
た
め
、「
楊
升
菴
重
訂
」
が
『
雍
熙
樂
府
』
が
編
集
さ
れ
た
嘉
靖
歬
朞
に
お

多
少
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
『
元
曲
選
』
テ
ク
ス
ト
も
こ
ち
ら
に
近
い
こ
と
を
確

認
し
た
。
ま
た
孟
本
テ
ク
ス
ト
が
『
元
曲
選
』
テ
ク
ス
ト
と
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト

に
據
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
さ
ら
に
『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
、「
維
揚
風
⺼
」

テ
ク
ス
ト
、
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
が
近
い
こ
と
も
朙
ら
か
に
な
っ
た
。

再
び
【
混
江
龍
】
か
ら
引
用
す
る
。（
例
⑤
）

（
雍
）
淮
南
風
⺼
景
、
天
下
最
為
頭
。　
　

（
改
）
淮
南
無
比
景
、
天
下
最
髙
樓
。

（
詞
）
淮
南
無
比
景
、
天
下
最
高
樓
。　
　
　

（
古
）
淮
南
無
比
景
、
天
下
最
髙
樓
。

（
維
）
維
揚
風
⺼
景
、
天
下
最
爲
頭
。

（
繼
）
維
揚
風
⺼
景
、
天
下
最
為
頭
。

（
元
）
な
し

（
孟
）
維
揚
風
⺼
景
、
天
下
最
爲
頭
。

譯
：
維
揚
の
景
色
は
天
下
一
。

右
の
と
お
り
『
元
曲
選
』
テ
ク
ス
ト
は
こ
の
部
分
を
缺
く
。『
元
曲
選
』
に
は

こ
の
よ
う
に
『
元
曲
選
』
特
㊒
と
思
わ
れ
る
歌
詞
が
珍
し
く
な
い
が
、
こ
れ
は
系

統
の
違
い
と
い
う
よ
り
、
編
者
に
よ
る
改
變
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら

他
の
部
分
で
は
『
古
名
家
雜
劇
』
系
テ
ク
ス
ト
に
近
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
『
元
曲
選
』
テ
ク
ス
ト
の
缺
如
を
無
視
す
る
こ
と
は
妥
當
で
あ
り
、

む
し
ろ
傍
線
部
に
㊟
目
す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
で『
雍
熙
樂
府
』、「
維
揚
風
⺼
」、

繼
志
齋
本
の
各
テ
ク
ス
ト
を
比
べ
る
と
、
例
②
と
同
樣
に
、『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク

ス
ト
だ
け
が
他
と
異
な
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
『
雍
熙
樂
府
』
は
內
府
刊
行
で
、
そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
は
地
名
を

指
す
「
淮
南
」
が
一
致
す
る
と
い
う
分
か
り
や
す
い
形
で
、
改
定
元
賢
傳
奇
本
、

『
詞
謔
』、
古
名
家
本
收
載
の
各
テ
ク
ス
ト
に
も
表
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
繼
志



朙
刊
「
揚
州
夢
」
版
本
に
お
け
る
「
維
揚
風
⺼
」
の
意
義

一
三
九

熙
樂
府
』よ
り
も
優
先
さ
せ
た
結
果
、先
の
例
②
に
み
ら
れ
る「
金
鈎
」と「
玉
鈎
」、

そ
し
て
例
⑤
に
み
ら
れ
る
「
淮
南
」
と
「
維
揚
」
の
よ
う
な
異
同
が
發
生
し
た
と

說
朙
で
き
る
。
こ
の
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
と
「
維
揚
風
⺼
」
の
關
係
を
先
の
圖
に

追
加
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る（
（（
（

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞
餘　
　
　
　
　
維
揚
風
⺼　
　
　
　
　
繼
志
齋
本　

　
　
　
　
　

楊
升
菴
重
訂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
圖
３
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雍
熙
樂
府　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
う
一
つ
の
可
能
性
は
、
繼
志
齋
本
の
編
者
が
「
維
揚
風
⺼
」
テ
ク
ス
ト
と
、

『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
の
本
文
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
發
見
し
、そ
れ
を
「
楊

升
菴
重
訂
」
と
呼
び
、
宣
傳
文
句
に
利
用
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ

の
說
で
は
『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
と
「
維
揚
風
⺼
」
テ
ク
ス
ト
の
本
文
が
著
し

く
一
致
し
て
い
る
と
い
う
點
に
つ
い
て
何
も
說
朙
で
き
な
い
。

以
上
の
檢
討
に
基
づ
き
、【
圖
３
】
の
繼
承
關
係
を
假
定
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

議
論
を
進
め
た
い
。
再
度
【
混
江
龍
】
を
引
く
。（
例
⑥
）

（
雍
）
九
曲
池
、
小
金
山
、
白
鷺
沙
鷗
。
銀
行
街
、
米
市
街
、
如
龍
馬
驟
。

　
　天
寧
寺
、
雍
熙
寺
、
似
蟻
人
稠
。
文
章
客
、
傲
王
侯
、
峨
冠
愽
帶
。

豪
傑
士
、
蕩
風
埃
、
肥
馬
軽
裘
。

（
改
）
九
曲
池
、
小
金
山
、
浴
鷺
眠
鷗
。
猪
市
街
、
馬
市
街
、
如
龍
馬
聚
。

　
　天
寧
寺
、
咸
寧
寺
、
似
蟻
人
稠
。
文
章
客
、
傲
王
侯
、
峩
冠
愽
帯
。

豪
俠
士
、
蕩
塵
埃
、
肥
馬
輕
裘
。

（
詞
）
九
曲
池
、
小
金
山
、
浴
鷺
眠
鷗
。
猪
市
街
、
馬
市
街
、
如
龍
馬
聚
。

　
　天
寧
寺
、
咸
寧
寺
、
似
蟻
人
稠
。
文
章
客
、
傲
王
侯
、
峨
冠
博
帶
。

豪
傑
士
、
蕩
塵
埃
、
肥
馬
輕
裘
。

い
て
す
で
に
草
稿
の
形
で
存
在
し
て
お
り
、
か
つ
『
雍
熙
樂
府
』
の
編
者
が
廣
く

文
獻
を
集
め
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
刊
行
は
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
多
く
出

回
っ
て
い
た
と
假
定
で
き
る
そ
の
草
稿
が
、『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
の
重
要
な

典
據
と
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
十
分
に
理
に
㊜
っ
て
い
る
。
こ
の
推
定
は
『
雍

熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
と
「
維
揚
風
⺼
」
テ
ク
ス
ト
の
本
文
が
非
常
に
似
通
っ
て
い

る
點
に
つ
い
て
も
自
然
な
說
朙
を
與
え
る
。
す
な
わ
ち
、
兩
者
と
も
に
「
楊
升
菴

重
訂
」
に
依
據
し
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
れ
ば
、
三
節
で
述
べ
た
テ
ク
ス
ト
閒
の

廣
範
な
一
致
に
對
し
、
直
接
的
な
說
朙
が
與
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た「
楊
升
菴
重
訂
」、『
雍
熙
樂
府
』テ
ク
ス
ト
、「
維
揚
風
⺼
」

テ
ク
ス
ト
の
關
係
は
、
次
の
よ
う
な
系
統
圖
で
圖
示
で
き
る
。（
但
し
こ
こ
で
は
楊

禹
聲
の
引
で
言
及
さ
れ
て
い
る
『
詞
餘
』
を
加
え
て
系
統
圖
を
作
成
し
て
い
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞
餘　
　
　
　
　
維
揚
風
⺼　
　
　
　

　
　
　
　
　

楊
升
菴
重
訂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
圖
２
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雍
熙
樂
府　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

續
い
て
、
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
と
「
維
揚
風
⺼
」
テ
ク
ス
ト
の
關
係
に
つ
い
て

考
え
る
。
繼
志
齋
本
の
編
者
は
、當
時
最
も
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
『
雍
熙
樂
府
』

テ
ク
ス
ト
に
目
を
通
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
そ
の
眉
批
に
「
楊

升
菴
重
訂
に
基
づ
く
」
と
記
し
た
こ
と
か
ら
、『
雍
熙
樂
府
』
で
は
な
い
善
本
に

依
據
し
た
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
繼
志
齋
本
テ
ク
ス

ト
が
依
據
し
た
善
本
が
「
維
揚
風
⺼
」
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
例
②
、
例
⑤
の
異

同
が
說
朙
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
の
編
者
は
「
維
揚
風
⺼
」

を
「
楊
升
菴
重
訂
」
も
し
く
は
「
楊
升
菴
重
訂
」
に
非
常
に
近
い
善
本
と
考
え
、『
雍

熙
樂
府
』
よ
り
も
古
形
を
殘
し
て
い
る
と
判
斷
し
、「
維
揚
風
⺼
」
の
本
文
を
『
雍



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

一
四
〇

（
雍
）
樂
陶
陶
醉
賞
瓊
芲
雙
玉
甌
。
香
馥
馥
斟
一
杯
芲
露
酒
。

（
改
）
樂
陶
陶
倩
春
風
散
客
愁
。
湿
浸
浸
錦
橙
漿
潤
紫
裘
。
急
煎
煎
想
韋
娘

不
自
由
。
虛
飄
飄
恨
彩
雲
容
易
收
。
香
馥
馥
斟
一
盃
芲
露
酒
。

（
詞
）
樂
陶
陶
倩
春
風
散
客
愁
。
濕
浸
浸
錦
橙
漿
潤
紫
裘
。
急
煎
煎
想
韋
娘

不
自
由
。
虛
飄
飄
恨
彩
雲
容
易
收
。
香
馥
馥
斟
一
盃
芲
露
酒
。

（
古
）
樂
陶
ヒ
倩
春
風
散
客
愁
。
湿
浸
ヒ
錦
橙
漿
潤
紫
裘
。
急
煎
ヒ
想
韋
娘

不
自
由
。
虗
飄
ヒ
恨
彩
雲
容
易
收
。
香
馥
ヒ
斟
一
盃
芲
露
酒
。

（
維
）
樂
陶
陶
醉
賞
瓊
芲
雙
玉
甌
。
香
拂
拂
斟
一
杯
芲
露
酒
。

（
繼
）
樂
陶
〃
倩
春
風
散
客
愁
。
濕
浸
〃
錦
橙
漿
潤
紫
裘
。
急
煎
〃
想
韋
娘

不
自
由
。
虗
飄
〃
恨
彩
雲
容
易
收
。
香
馥
〃
斟
一
盃
芲
露
酒
。

（
元
）
樂
陶
陶
倩
春
風
散
客
愁
。
濕
浸
浸
錦
橙
漿
潤
紫
裘
。
急
煎
煎
想
韋
娘

不
自
由
。
虛
飄
飄
恨
彩
雲
容
易
收
。
香
馥
馥
斟
一
杯
芲
露
酒
。

（
孟
）
樂
陶
陶
倩
春
風
散
客
愁
。
濕
浸
浸
錦
橙
漿
潤
紫
裘
。
急
煎
煎
想
韋
娘

不
自
由
。
虛
飄
飄
恨
彩
雲
容
易
收
。
香
馥
馥
斟
一
杯
芲
露
酒
。

譯
：
う
れ
し
い
こ
と
に
春
風
が
旅
の
憂
い
を
消
し
去
る
。
び
っ
し
ょ
り
と
橙

の
酒
が
紫
色
の
毛
皮
を
潤
す
。
じ
り
じ
り
と
韋
娘
の
こ
と
を
思
え
ど
思

う
に
ま
か
せ
ず
。
ふ
わ
ふ
わ
と
彩
雲
が
な
く
な
る
こ
と
を
恨
む
。
芳
し

き
芲
露
酒
を
㊟
ぐ
。

傍
線
部
は
『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
、「
維
揚
風
⺼
」
テ
ク
ス
ト
に
は
な
い
が
、

繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
に
は
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
例
は
、『
古
名
家
雜
劇
』
系
テ
ク

ス
ト
が
、
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
に
影
響
を
與
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。【
天
下
樂
】
を
擧
げ
る
。（
例
⑧
）

（
雍
）
飲
酒
呵
灌
得
咳
嗽
、
看
芲
呵
沁
成
證
候
、
都
不
如
勝
簪
芲
常
殢
酒
。

（
改
）
看
芲
呵
致
成
症
候
、
飲
酒
呵
灌
的
醉
休
、
我
則
待
勝
簪
芲
常
帯
酒
。

（
詞
）
看
芲
呵
做
成
症
候
、
飮
酒
呵
灌
的
醉
休
、
我
則
待
賸
簪
芲
常
殢
酒
。

（
古
）
九
曲
池
、
小
金
山
、
浴
鷺
眠
鷗
。
猪
市
街
、
馬
市
街
、
如
龍
馬
聚
。

　
　天
寧
寺
、
咸
寧
寺
、
似
蟻
人
稠
。
文
章
客
、
傲
王
侯
、
峩
冠
愽
帯
。

豪
俠
士
、
蕩
塵
埃
、
肥
馬
軽
裘
。

（
維
）
九
曲
池
、
小
金
山
、
白
鷺
沙
鷗
。
銀
行
街
、
米
市
街
、
如
龍
馬
驟
。

　
　禪
智
寺
、
山
光
寺
、
似
蟻
人
稠
。

（
繼
）
九
曲
池
、
小
金
山
、
白
鷺
沙
鷗
。
銀
行
街
、
米
市
街
、
如
龍
馬
驟
。

　
　禪
智
寺
、
山
光
寺
、
似
蟻
人
稠
。

（
元
）
九
曲
池
、
小
金
山
、
浴
鷺
眠
鷗
。
馬
市
街
、
米
市
街
、
如
龍
馬
聚
。

　
　天
寧
寺
、
咸
寧
寺
、
似
蟻
人
稠
。

（
孟
）
九
曲
池
、
小
金
山
、
白
鷺
沙
鷗
。
銀
行
街
、
米
市
街
、
如
龍
馬
驟
。

　
　禪
智
寺
、
山
光
寺
、
似
蟻
人
稠
。

譯
：
九
曲
池
、
小
金
山
で
は
、
シ
ラ
サ
ギ
と
カ
モ
メ
。
銀
行
街
、
米
市
街
で

は
、
龍
の
よ
う
な
馬
が
機
敏
に
驅
け
回
る
。
禪
智
寺
、
山
光
寺
で
は
、

蟻
の
よ
う
に
人
々
が
密
集
し
て
い
る
。

波
線
部
で
は
、『
雍
熙
樂
府
』、「
維
揚
風
⺼
」、
繼
志
齋
本
、
孟
本
收
載
の
各
テ

ク
ス
ト
が
「
白
鷺
沙
鷗
」
で
一
致
し
、
他
で
は
「
浴
鷺
眠
鷗
」
で
一
致
す
る
。

だ
が
四
角
で
圍
ん
だ
部
分
を
み
る
と
、『
雍
熙
樂
府
』、
改
定
元
賢
傳
奇
本
、『
詞

謔
』、
古
名
家
本
、『
元
曲
選
』
收
載
の
各
テ
ク
ス
ト
で
は
「
天
寧
寺
」
と
あ
る
が
、

「
維
揚
風
⺼
」、
繼
志
齋
本
、
孟
本
收
載
の
各
テ
ク
ス
ト
で
は
、
杜
牧
詩
「
題
揚
州

禪
智
寺
」
の
タ
イ
ト
ル
に
み
え
る
「
禪
智
寺
」
の
名
が
あ
る
。
こ
こ
に
も
、
繼
志

齋
本
テ
ク
ス
ト
と
「
維
揚
風
⺼
」
テ
ク
ス
ト
の
强
い
結
び
つ
き
が
見
て
取
れ
る
。

ま
た
傍
線
部
は
『
雍
熙
樂
府
』、
改
定
元
賢
傳
奇
本
、『
詞
謔
』、
古
名
家
本
收
載

の
各
テ
ク
ス
ト
に
し
か
な
い
。
こ
こ
か
ら『
雍
熙
樂
府
』テ
ク
ス
ト
の
本
文
が『
古

名
家
雜
劇
』
系
テ
ク
ス
ト
に
影
響
し
て
い
る
と
い
え
る
。

一
方
で
次
の
よ
う
な
異
同
も
あ
る
。【
後
庭
芲
】
の
一
部
を
擧
げ
る
。（
例
⑦
）



朙
刊
「
揚
州
夢
」
版
本
に
お
け
る
「
維
揚
風
⺼
」
の
意
義

一
四
一

繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
改
訂
は
社
會
の
こ
う
し
た
動
き
に
敏
感
に
反
應
し

た
も
の
と
も
い
え
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
議
論
し
て
き
た
例
②
、
例
⑥
に
み
ら
れ
る
杜
牧
詩

の
引
用
や
、
例
⑧
の
直
接
的
な
言
い
回
し
へ
の
變
更
は
テ
ク
ス
ト
を
古
形
へ
戾
そ

う
と
す
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
が
權
威
の
あ
る

『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
よ
り
も
「
維
揚
風
⺼
」
テ
ク
ス
ト
を
尊
重
し
、
眉
批
の

な
か
で
わ
ざ
わ
ざ
「
此
一
折
楊
升
菴
重
訂
」
と
朙
記
し
た
こ
と
に
は
、
民
閒
に
流

布
し
て
い
た
「
維
揚
風
⺼
」
テ
ク
ス
ト
に
對
す
る
信
賴
と
テ
ク
ス
ト
を
祖
型
に
戾

そ
う
と
す
る
意
志
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
【
靑
歌
兒
】
に
は
次
の
よ
う
な
歌
詞
も
あ
る
。（
例
⑨
）

（
雍
）
緊
控⃝
着
驊
騮
。
觴
賦
蘭
舟
。
潯
陽
江
水
悠
悠
、
蘆
芲
楓
葉
颼
颼
、
紅
蓼

汀
洲
、
白
鷺
沙
鷗
。

（
改
）
我
控⃝
着
驊
騮
。　
　
　
　

羞
似
㊒
寃
讎
。
又
不
是
司
馬
江
州
、
商
婦
蘭
舟
、
烟

水
悠
悠
、
楓
葉
颼
颼
、
沙
渚
汀
洲
、
宿
鷺
眠
鷗
。

（
詞
）
我
控⃝
著
驊
騮
。　
　
　
　
　
　
　

你
爲
嬌
羞
似
㊒
寃
讎
。
又
不
是
司
馬
江
州
、商
婦
蘭
舟
、

烟
水
悠
悠
、
楓
葉
颼
颼
、
鳥
浴
歬
洲
、
魚
躍
中
流
。

（
古
）
我
控⃝
着
驊
騮
。　
　
　
　

羞
似
㊒
寃
讐
。
又
不
是
司
馬
江
州
、
商
婦
蘭
舟
、
烟

水
悠
ヒ
、
楓
葉
颼
ヒ
、
沙
渚
汀
洲
、
宿
鷺
眠
鷗
。

（
維
）
櫪
控⃝
驊
騮
。
絲
繫
蘭
舟
。
潯
陽
江
水
悠
悠
、
蘆
芲
楓
葉
颼
颼
、
紅
蓼
汀

洲
、
白
芷
林
丘
。

（
繼
）
我
控⃝
着
驊
驑
。　
　
　
　
　
　
　

你
為
嬌
羞
似
㊒
寃
讐
。
又
不
是
司
馬
江
州
、商
婦
蘭
舟
、

烟
水
悠
〃
、
楓
葉
颼
〃
、
沙
渚
汀
洲
、
宿
鷺
眠
鷗
。

（
元
）
我
控⃝
着
驊
驑
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

又
不
是
司
馬
江
州
、
商
婦

蘭
舟
、
烟
水
悠
悠
、
楓
葉
颼
颼
。

（
孟
）
我
控⃝
着
驊
驑
。　
　
　
　
　
　
　

你
爲
嬌
羞
暗
裏
凝
眸
。
又
不
是
司
馬
江
州
、商
婦
蘭
舟
、

（
古
）
看
芲
呵
致
成
症
候
、
飲
酒
呵
灌
的
醉
休
、
我
則
待
勝
簪
芲
常
帶
酒
。

（
維
）
飮
酒
啊
灌
得
咳
嗽
、
看
芲
啊
沁
成
症
候
、　
　
　
　
　
　
　
　

也
强
似
假
惺
惺
眞
出
醜
。

（
繼
）
看
芲
呵
致
成
症
候
、
飮
酒
呵
灌
的
醉
休
、　
　
　
　
　
　
　
　

也
强
似
假
惺
〃
眞
出
醜
。

（
元
）
看
芲
呵
致
成
症
候
、
飮
酒
呵
灌
的
醉
休
、
我
則
待
勝
簪
芲
常
帶
酒
。

（
孟
）
看
芲
呵
致
成
症
候
、
飮
酒
呵
灌
的
醉
休
、
我
則
待
勝
簪
芲
常
帶
酒
。

譯
：
芲
を
見
る
な
ら
病
に
な
る
ま
で
、酒
を
飮
む
な
ら
醉
い
つ
ぶ
れ
る
ま
で
、

芲
か
ん
ざ
し
で
め
か
し
こ
み
い
つ
も
酒
に
ひ
た
り
た
い
。

傍
線
部
で
は
、『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
、「
維
揚
風
⺼
」
テ
ク
ス
ト
の
歌
詞
の

順
序
が
他
と
は
逆
に
な
っ
て
い
る
。ま
た
四
角
で
圍
ん
だ
部
分
で
は
、「
維
揚
風
⺼
」

テ
ク
ス
ト
と
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
の
み
が
一
致
す
る
。
こ
れ
は
繼
志
齋
本
テ
ク
ス

ト
が
「
維
揚
風
⺼
」
に
基
づ
い
て
「
也
强
似
假
惺
〃
眞
出
醜
」（
わ
ざ
と
ら
し
い
醜

態
を
晒
す
よ
り
ま
し
）
と
い
う
强
い
表
現
を
選
擇
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ

ろ
が
、
傍
線
部
の
順
を
、
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
が
「
維
揚
風
⺼
」
か
ら
受
け
繼
い

で
い
な
い
。
こ
れ
つ
い
て
は
、二
つ
の
可
能
性
が
あ
り
、繼
志
齋
本
の
編
者
が
「
楊

升
菴
重
訂
」
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
恐
ら
く
は
四
角
で
圍

ん
だ
歌
辭
の
語
氣
に
合
わ
せ
、
直
歬
に
「
酒
」
と
い
う
言
葉
を
導
く
よ
う
に
順
番

を
入
れ
替
え
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
が
諸
本
を
參
照
し
つ
つ
、「
維
揚
風
⺼
」
テ
ク

ス
ト
を
最
も
尊
重
し
て
本
文
を
作
成
し
た
と
す
る
と
、
繼
志
齋
本
に
お
い
て
本
文

批
判
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。し
か
も
こ
こ
で
は
內
府
で
は
な
く
、

民
閒
に
流
布
す
る
テ
ク
ス
ト
に
依
據
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
民
閒
に
流
布

す
る
テ
ク
ス
ト
に
正
統
性
を
認
め
、
對
照
的
に
內
府
本
が
檢
閱
に
よ
り
都
合
の
良

い
よ
う
に
書
き
換
え
ら
れ
古
い
形
を
失
っ
て
い
る
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
反
映

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。當
時
は
思
想
的
に
も
李
卓
吾
の
影
響
や「
眞

詩
は
民
閒
に
あ
り
」と
い
う
主
張
が
展
開
さ
れ
た
時
代
と
さ
れ
る（
（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
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第
七
十
集

一
四
二

烟
水
悠
悠
、
楓
葉
颼
颼
、
沙
渚
汀
洲
、
宿
鷺
眠
鷗
。

譯
：
私
は
名
馬
を
止
め
る
。
あ
な
た
は
な
ま
め
か
し
く
は
に
か
み
こ
っ
そ
り

凝
視
す
る
。
江
州
の
司
馬
、
蘭
舟
の
商
婦
で
は
な
い
が
、
水
邊
は
遙
か
、

楓
の
葉
は
ひ
ら
ひ
ら
と
舞
う
。
波
打
ち
際
で
は
、
鷺
が
泊
ま
り
鷗
が
眠

る
。

こ
こ
で
も
『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
と
「
維
揚
風
⺼
」
テ
ク
ス
ト
は
近
い
。
特

に
波
線
部
は
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
他
の
テ
ク
ス
ト
を
み
る
と
、
そ
の
違
い
は
、
四

角
で
圍
ん
だ
部
分
に
あ
る
。
順
に
み
て
い
く
と
、
改
定
元
賢
傳
奇
本
テ
ク
ス
ト
と

古
名
家
本
テ
ク
ス
ト
で
は
「
羞
似
㊒
冤
讎
」
と
い
う
部
分
が
一
致
し
て
い
る
。『
元

曲
選
』
テ
ク
ス
ト
に
は
こ
の
部
分
が
な
い
。
そ
し
て
『
詞
謔
』
テ
ク
ス
ト
と
繼
志

齋
本
テ
ク
ス
ト
は
「
你
爲
嬌
羞
似
㊒
寃
讐
」
と
い
う
歌
詞
が
一
致
し
、
こ
れ
に
孟

本
テ
ク
ス
ト
が
基
づ
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
が
こ
こ
で
は
、
場
景
を
描
寫
す
る
「
維
揚
風
⺼
」
テ
ク
ス

ト
で
は
な
く
、
人
物
の
擧
動
を
描
く
『
古
名
家
雜
劇
』
系
テ
ク
ス
ト
に
基
づ
い
て

い
る
。
し
か
も
ほ
ぼ
同
じ
內
容
を
持
つ
改
定
元
賢
傳
奇
本
、『
詞
謔
』、
古
名
家
本

收
載
の
各
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て（
（（
（

、『
詞
謔
』
テ
ク
ス
ト
に
の
み
み
ら
れ
る
異
同
に

繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
が
一
致
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
は
『
詞

謔
』
テ
ク
ス
ト
を
參
照
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

で
は
他
の
折
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
幸
い
に
も
『
詞
謔
』
に
は
第
二
折
が
傳
わ

っ
て
い
る
。
こ
の
點
を
も
う
少
し
檢
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
（
二
）
第
二
折
か
ら
第
四
折
ま
で

第
二
折
は
、改
定
元
賢
傳
奇
本
、『
詞
謔
』、古
名
家
本
、繼
志
齋
本
、『
元
曲
選
』、

孟
本
の
各
テ
ク
ス
ト
が
傳
わ
る
。
第
三
・
第
四
折
は
、
改
定
元
賢
傳
奇
本
、
古
名

家
本
、
繼
志
齋
本
、『
元
曲
選
』、
孟
本
の
各
テ
ク
ス
ト
が
傳
わ
る
。
第
一
折
に
比

べ
異
同
は
僅
か
で
あ
る
。
主
な
も
の
を
列
擧
す
る
。

ま
ず
第
二
折
か
ら
【
小
梁
州
】
を
擧
げ
る
。（
例
⑩
）　

（
改
）
今
夜
箇
乗
歡
寵
、　

山
也
㊒
相
逢
。

（
詞
）
今
夜
箇
乘
歡
寵
、　
原
來　
山
也
㊒
相
逢
。

（
古
）
今
夜
個
乗
歡
寵
、　

　
山
也
㊒
相
逢
。

（
繼
）
今
夜
個
乘
歡
寵
、　
原
來　
山
也
㊒
相
逢
。

（
元
）
今
夜
箇
乗
歡
寵
、　

　
山
也
㊒
相
逢
。

（
孟
）
今
夜
箇
乘
歡
寵
、　
原
來　
山
也
㊒
相
逢
。

譯
：
今
夜
樂
し
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
な
ん
と
山
さ
え
も
巡
り
合
う
。

四
角
で
圍
む
と
お
り
「
原
來
」
を
持
つ
の
は
『
詞
謔
』
テ
ク
ス
ト
、
繼
志
齋
本

テ
ク
ス
ト
、
孟
本
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
よ
っ
て
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
が
『
詞
謔
』

テ
ク
ス
ト
を
參
照
し
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。

で
は
三
折
以
降
は
ど
の
よ
う
な
異
同
が
生
じ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

第
三
折
か
ら
は
【
採
茶
歌
】
の
異
同
を
取
り
上
げ
る
。（
例
⑪
）

（
改
）
今
日
箇　
既
得　
朝
雲
行
暮
雨
。

（
古
）
今
日
箇　
既
得　
朝
雲
行
暮
雨
。

（
繼
）
今
日
個　
既
得　
朝
雲
行
暮
雨
。

（
元
）
既
然
你　
肯
把　
赤
繩
來
繫
足
。

（
孟
）
今
日
個　
若
得　
朝
雲
行
暮
雨　
。

譯
：
い
ま
朝
の
雲
夕
暮
れ
の
雨
と
い
う
關
係
が
成
就
す
る
と
す
れ
ば
。

　
『
元
曲
選
』
テ
ク
ス
ト
が
他
と
は
全
く
異
な
る
が
、
改
定
元
賢
傳
奇
本
、
古
名

家
本
、
繼
志
齋
本
收
載
の
各
テ
ク
ス
ト
に
は
差
が
な
い
。
こ
こ
か
ら
繼
志
齋
本
テ

ク
ス
ト
が
改
定
元
賢
傳
奇
本
テ
ク
ス
ト
、
古
名
家
本
テ
ク
ス
ト
の
い
ず
れ
か
、
も

し
く
は
こ
れ
ら
の
諸
本
が
參
照
し
た
本
を
參
照
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ほ
か
に
は

四
角
で
圍
ん
だ
よ
う
に
孟
本
テ
ク
ス
ト
の
一
部
が
異
な
る
。



朙
刊
「
揚
州
夢
」
版
本
に
お
け
る
「
維
揚
風
⺼
」
の
意
義

一
四
三

こ
う
し
た
孟
本
テ
ク
ス
ト
獨
自
の
語
句
は
、
第
三
折
【
煞
尾
】（『
元
曲
選
』
で

は
【
黃
鍾
尾
】）
や（

（（
（

、
第
四
折
【
折
桂
令
】
に
も
み
え
る（

（（
（

。
い
ず
れ
も
先
行
テ
ク
ス

ト
を
ふ
ま
え
た
部
分
的
な
書
き
換
え
で
あ
る
。
テ
ク
ス
ト
の
改
變
や
省
略
も
辭
さ

な
い
『
元
曲
選
』
と
比
べ
、
先
行
テ
ク
ス
ト
を
尊
重
し
、
必
要
に
應
じ
手
を
加
え

る
と
い
う
の
が
孟
本
テ
ク
ス
ト
の
や
り
方
と
い
え
よ
う
。

　

第
二
折
か
ら
第
四
折
ま
で
の
異
同
の
考
察
は
こ
こ
ま
で
で
あ
る
。
第
一
折
を
除

け
ば
、
テ
ク
ス
ト
閒
の
差
異
を
見
つ
け
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

　
「
揚
州
夢
」
テ
ク
ス
ト
相
互
の
關
係
性
と
し
て
以
下
の
點
を
指
摘
で
き
る
。

①　

改
定
元
賢
傳
奇
本
テ
ク
ス
ト
、
古
名
家
本
テ
ク
ス
ト
に
は
、
ほ
ぼ
異
同
が

な
く
、『
詞
謔
』
テ
ク
ス
ト
も
こ
れ
に
近
い
。

②　

孟
本
テ
ク
ス
ト
の
本
文
は
、
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
か
、『
元
曲
選
』
テ
ク

ス
ト
と
一
致
し
、
一
部
獨
自
の
歌
詞
を
持
つ
。

③　

改
定
元
賢
傳
奇
本
テ
ク
ス
ト
、
古
名
家
本
テ
ク
ス
ト
は
、『
雍
熙
樂
府
』

テ
ク
ス
ト
と
は
共
通
の
歌
辭
を
持
つ
が
、「
維
揚
風
⺼
」
テ
ク
ス
ト
と
は

直
接
結
び
付
か
な
い
。

④　

繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
第
一
折
は
、「
維
揚
風
⺼
」
テ
ク
ス
ト
を
最
も
尊
重

し
て
本
文
を
作
成
し
て
い
る
。
ま
た
、『
詞
謔
』
テ
ク
ス
ト
を
參
照
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
維
揚
風
⺼
」
テ
ク
ス
ト
を
考
察
に
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本

文
批
判
の
立
場
か
ら
も
「
楊
升
菴
重
訂
」
の
存
在
が
强
く
示
唆
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
も
「
維
揚
風
⺼
」
は
、「
揚
州
夢
」
テ
ク
ス
ト
の
善
本
と
考
え
ら
れ
る
。

但
し「
維
揚
風
⺼
」は
、「
楊
升
菴
重
訂
」と
密
接
な
關
係
を
持
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

「
楊
升
菴
重
訂
」
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
『
詞
餘
』
か
ら
作
成
し
た
も

の
と
朙
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
の
改
變
の
可
能
性
は
十
分
に
認
め

る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
雍
熙
樂
府
』
と
、「
維
揚
風
⺼
」
の
ど
ち
ら
が

よ
り
善
本
で
あ
る
か
は
、
に
わ
か
に
は
決
定
し
難
い
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
こ
れ

以
降
の
硏
究
に
委
ね
た
い
。

さ
ら
に
、
本
稿
は
、
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
の
異
同
が
紛
れ
も
な
く
當
時
の
本
文

批
判
の
產
物
で
あ
っ
て
、
か
つ
價
値
あ
る
も
の
は
民
閒
に
存
在
す
る
と
い
う
當
時

の
思
想
が
受
け
容
れ
ら
れ
、
廣
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
端
的
に
示
す
例
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
本
稿
で
議
論
し
た
「
維
揚
風
⺼
」
の
位
置
づ
け
が
正
し
い
と

す
れ
ば
、
繼
志
齋
本
の
編
者
が
民
閒
の
系
列
が
內
府
本
よ
り
も
正
統
性
を
持
っ
て

い
た
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た

小
松
の
議
論
を
さ
ら
に
一
步
進
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
本
稿
で
朙
ら
か
と
な
っ
た
「
揚
州
夢
」
テ
ク
ス
ト
の
系
統
樹
を
作
成
す

る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞
餘　
　
　
　
　
　
　
維
揚
風
⺼　
　
　
　
　
　
　
繼
志
齋
本　

　
　
　
　
　

楊
升
菴
重
訂　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
圖
４
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雍
熙
樂
府　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孟
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

兗
州
刊
本
と
揚
州
刊
本
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
、
殘
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。

改
定
元
賢
傳
奇     

詞　
　

謔　

古
名
家
雜
劇　

元
曲
選



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

一
四
四

　

㊟
（
１
）　

孫
楷
第
『
也
是
園
古
今
雜
劇
考
』（
上
雜
出
版
社
、
一
九
五
三
年
）
三
「
板
本
」

七
七―

一
五
三
頁
。

（
２
）　

岩
城
秀
夫
「
元
刊
古
今
雜
劇
三
十
種
の
流
傳
」『
中
國
戲
曲
演
劇
硏
究
』（
創
文
社
、

一
九
七
二
年
）
五
四
三―

五
七
〇
頁
。

（
３
）　

小
松
謙
『
中
國
古
典
演
劇
硏
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
Ⅱ
「
朙
代
に
お

け
る
元
雜
劇―
讀
曲
用
テ
キ
ス
ト
成
長
の
過
程―

」
參
照
。

（
４
）　

㊟
（
３
）
Ⅱ　

第
六
章
「
朙
刊
諸
本
考
」、
二
一
三―

二
一
五
頁
參
照
。
小
松
が

三
系
統
と
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
繼
志
齋
本
と
古
名
家
本
と
を
別
系
統
と

述
べ
る
。
ま
た
同
書
で
は
『
元
曲
選
』
以
歬
の
朙
刊
本
と
、『
元
曲
選
』『
古
今
名
劇

合
選
』
と
を
區
別
し
、
別
に
章
を
立
て
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

（
５
）　

㊟
（
３
）
Ⅱ　

第
六
章
「
朙
刊
諸
本
考
」、二
一
四
頁
は
こ
れ
を
「
楊
愼
の
改
訂
本
」

と
い
う
。

（
６
）　

㊟
（
３
）
Ⅱ　

第
五
章
「『
元
曲
選
』『
古
今
名
劇
合
選
』
考
」、
一
九
四
頁
參
照
。

初
出
は
「『
元
曲
選
』
考
」『
東
方
學
』（
第
百
一
輯
、二
〇
〇
一
年
一
⺼
）
及
び
「『
古

今
名
劇
合
選
』
考
」『
京
都
府
立
大
學
學
術
報
吿
人
文
・
社
會
』（
第
五
二
號
、
二
〇

〇
〇
年
）。

（
７
）　

㊟
（
３
）
Ⅱ　

第
五
章
「『
元
曲
選
』『
古
今
名
劇
合
選
』
考
」、
一
九
四
頁
參
照
。

（
８
）　

使
用
し
た
テ
ク
ス
ト
は
次
の
と
お
り
。
①
～
⑤
雜
劇　

⑥
～
⑧
散
曲
集

①
『
改
定
元
賢
傳
奇
』
李
開
先
輯　

南
京
圖
書
館
藏　

朙
嘉
靖
刻
本
影
印　
『
續
修

四
庫
全
書
』
一
七
六
〇
册
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
所
收

②
『
古
名
家
雜
劇
』
新
安
徐
氏
刊　

北
京
圖
書
館
及
南
京
圖
書
館
藏　

朙
萬
曆
刊
本

影
印　
『
古
本
戲
曲
叢
刊
』
四
集
（
商
務
印
書
館
、
一
九
五
八
年
）
所
收

③
『
元
朙
雜
劇
』
繼
志
齋
刊　

北
京
圖
書
館
及
大
興
傅
氏
藏　

朙
萬
曆
刊
本
影
印　

歬
揭
『
古
本
戲
曲
叢
刊
』
四
集
所
收

④
『
元
曲
選
』
臧
懋
循
輯　

浙
江
圖
書
館
藏　

朙
萬
曆
刻
本
影
印　

歬
揭
『
續
修
四

庫
全
書
』
一
七
六
一
册
所
收

⑤
『
古
今
名
劇
合
選
』
孟
稱
舜
編　

上
海
圖
書
館
藏　

朙
崇
禎
刊
本
影
印　

歬
揭
『
古

本
戲
曲
叢
刊
』
四
集
所
收

⑥
『
雍
熙
樂
府
』
卷
四　

郭
勛
選
輯　

北
平
圖
書
館
藏　

朙
嘉
靖
刊
本
影
印
『
四
部

叢
刊
續
編
』（
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
六
六
年
）
所
收

⑦
『
詞
謔
』
李
開
先
撰　

中
國
國
家
圖
書
館
藏　

朙
嘉
靖
刊
本
『
中
國
古
典
戲
曲
論

著
集
成
』
三
（
中
國
戲
劇
出
版
社
、
一
九
五
九
年
）
所
收

⑧
『
楊
夫
人
樂
府
』
黃
娥
撰　

朙
刻
刊
本
影
印
『
飮
虹
簃
所
刻
曲
』（
盧
歬
輯
、
廣

陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九
七
九
年
）
所
收　

東
京
大
學
東
洋
文
化
硏
究
所
藏

＊
『
飮
虹
簃
所
刻
曲
』
所
收
「
楊
夫
人
樂
府
」
の
目
次
に
は
「
維
揚
風
⺼
」
に
「
刪
」

の
㊟
記
が
あ
る
。
世
界
書
局
影
印
本
で
は
削
ら
れ
て
い
る
が
、
盧
歬
原
刻
本
及
び
廣

陵
古
籍
刻
印
社
影
印
本
で
は
削
ら
れ
て
い
な
い
。

（
９
）　

㊟
（
３
）
Ⅱ　

第
五
章
「『
元
曲
選
』『
古
今
名
劇
合
選
』
考
」
及
び
第
六
章
「
朙

刊
諸
本
考
」、
一
五
八―

二
三
一
頁
參
照
。

（
10
）　
『
雍
熙
樂
府
』
の
成
立
は
、
少
な
く
と
も
序
に
記
す
嘉
靖
四
十
五
年
〔
一
五
六
六
〕

よ
り
早
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
11
）　

根
ヶ
山
徹「
陳
氏
繼
志
齋
と『
綴
白
裘
合
選
』」（『
山
口
大
學
文
學
會
誌
』第
四
九
號
、

一
九
九
九
年
）

（
12
）　

卜
鍵
箋
校
『
李
開
先
全
集
（
修
訂
本
）
上
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）

「
歬
言
」
二
三
頁
に
、『
詞
謔
』
が
完
成
し
て
い
な
い
こ
と
を
殘
念
に
思
う
、
と
い
う

別
れ
の
言
葉
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）　

劉
紹
基
主
編
『
中
國
古
代
戲
曲
文
學
辭
典
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）

二
〇
三
頁
。

（
14
）　

㊟
（
３
）
Ⅱ　

第
六
章
「
朙
刊
諸
本
考
」、
二
一
三
頁
參
照
。

（
15
）　

㊟
（
３
）
Ⅱ　

第
六
章
「
朙
刊
諸
本
考
」、
二
一
四
頁
參
照
。

（
16
）　

㊟
（
３
）
Ⅱ　

第
六
章
「
朙
刊
諸
本
考
」、
二
一
四
頁
參
照
。



朙
刊
「
揚
州
夢
」
版
本
に
お
け
る
「
維
揚
風
⺼
」
の
意
義

一
四
五

（
17
）　

㊟
（
３
）
Ⅱ　

第
五
章
「『
元
曲
選
』『
古
今
名
劇
合
選
』
考
」、
一
九
四
頁
參
照
。

本
稿
で
は
「
揚
州
夢
」
テ
ク
ス
ト
の
存
在
し
な
い
息
機
子
本
、
陽
春
奏
、
顧
曲
齋
本

を
對
象
に
加
え
な
い
。

（
18
）　

㊟
（
３
）
Ⅱ　

第
五
章
「『
元
曲
選
』『
古
今
名
劇
合
選
』
考
」、
一
六
八
頁
參
照
。

（
19
）　

㊟
（
12
）「
改
定
元
賢
傳
奇
序
」、
五
五
六
頁
參
照
。

（
20
）　

赤
松
紀
彥「
南
京
圖
書
館
所
藏『
改
定
元
賢
傳
奇
』に
つ
い
て
附『
陳
摶
高
臥
』、『
靑

衫
淚
』
校
勘
記
」（『
中
國
に
お
け
る
通
俗
文
學
の
發
展
及
び
そ
の
影
響
』
平
成
十
～

十
二
年
度
科
學
硏
究
費
補
助
金
硏
究
成
果
報
吿
書
、
二
〇
〇
一
年
）

（
21
）　

佐
藤
晴
彥
「『
改
定
元
賢
傳
奇
』
は
ど
の
時
朞
の
言
語
を
反
映
し
て
い
る
の
か
？
」

（『
神
戶
外
大
論
叢
』
第
五
七
卷
第
一
號
、
二
〇
〇
六
年
）

（
22
）　

胡
文
楷
編
著
、
張
宏
生
等
增
訂
『
歷
代
婦
女
著
作
考
（
增
訂
本
）』（
上
海
古
籍
出

版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
一
七
八―

一
八
一
頁
參
照
。

（
23
）　

テ
ク
ス
ト
と
し
て
毛
先
舒
『
詩
辯
坻
』（
郭
紹
虞
編
選
、
富
壽
蓀
校
點
『
淸
詩
話

續
編
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
九
三
頁
を
使
用
し
た
。

（
24
）　
『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
の
【
點
絳
唇
】
と
文
字
の
配
置
が
一
致
す
る
。 

（
25
）　

波
多
野
太
郞
「
十
年
一
覺
揚
州
夢
に
就
い
て―

讀
書
雜
記―

」（『
中
國
文
學

硏
究
』
第
二
八
朞
、
二
〇
〇
二
年
）

（
26
）　

王
學
奇
主
編
『
元
曲
選
校
㊟
』（
河
北
敎
育
出
版
社
、一
九
九
四
年
）
第
二
册
下
卷
、

二
〇
五
四
頁
參
照
。

（
27
）　

こ
の
二
つ
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
査
讀
者
よ
り
指
摘
を
受
け
た
。 

（
28
）　

楊
愼
『
升
庵
全
集
』（
王
雲
五
主
編
『
國
學
基
本
叢
書
四
百
種
』
臺
灣
商
務
印
書
館
、

一
九
六
八
年
）
卷
六
十
「
豆
蔻
」、
七
五
八
頁
參
照
。

（
29
）　
【
圖
３
】
に
は
、『
雍
熙
樂
府
』
テ
ク
ス
ト
と
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
の
直
接
的
影
響

關
係
を
示
し
て
い
な
い
が
、
成
立
年
代
か
ら
み
て
繼
志
齋
本
テ
ク
ス
ト
が
『
雍
熙
樂

府
』
テ
ク
ス
ト
を
參
照
し
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
う
る
。 

（
30
）　

㊟
（
３
）
Ⅱ　

第
四
章
「
朙
刊
本
刊
行
の
要
因
」、
一
五
六
頁
參
照
。

（
31
）　
「
揚
州
夢
」
で
は
、
改
定
元
賢
傳
奇
本
と
古
名
家
本
の
違
い
は
使
用
さ
れ
る
字
體

に
あ
る
。
例
え
ば
、
改
定
元
賢
傳
奇
本
で
は
「
兒
」「
從
」「
柳
」
を
用
い
る
が
、
古

名
家
本
で
は
「
児
」「
従
」「
栁
」
を
用
い
る
。

（
32
）　

孟
本
テ
ク
ス
ト
の
「
恐
年
高
生
計
乏
。（
略
）
把
今
日
恩
情
却
丢
下
」
を
指
す
。

（
33
）　

孟
本
テ
ク
ス
ト
の
「
薄
倖
微
名
」
を
指
す
。

　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
査
讀
者
か
ら
多
く
の
意
見
や
指
摘
を
賜
っ
た
。

こ
こ
に
記
し
て
謝
し
た
い
。
但
し
本
文
の
誤
り
は
全
て
執
筆
者
の
責
任
で
あ
る
。




